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	2026年５月 第2６号
	みらいく木育レター
	みらいくの木育テーマ 「自然と遊びながら　自然から学び　自然と共に心と体が育つ」
	雨天決行で森あそび
	木育遠足 　　～雨の中の森あそび～
	このクラスの子たちがつちざわの森に遠足に来るのはこれが２回目。昨年度に来た時は年中さんでした。焚き火で焼き芋をしたり、穴の開いた葉っぱを探したり、落ち葉の坂を転がったりしたことを覚えていて、「知ってる森」として認識していました。学年が１つ上がり、前回の秋とは違った季節、そして小雨の中、子どもたちはどんな発見をしてどんな遊びを展開するのでしょうか。園長先生をはじめ先生たちは、遠足当日が雨かもしれないということは予想していました。それでも中止にはせず「雨の森を楽しむ」という計画を立ててきました。その心意気が素敵だなと思いました。日本では雨だと外で活動しない傾向が強いですが、イギリスやドイツ、デンマークや北欧などでは幼児教育において「自然の中で過ごすこと」を最優先し、天候に関わらず屋外で活動します。私が以前訪れたスウェーデンやフィンランドの幼児施設には、びしょ濡れになった服や靴を乾かすための乾燥室が備わっていたほどです。これは、しとしと雨の天候が多く、夏が短くて冬は日照時間が極端に短いという気候の特徴があるためということもありますが、「フリルフスリフ＝どんな天気であっても、自然の一部として屋外で過ごすことが人間の幸せにつながる」という言葉があるような文化もあります。今の日本は熱中症の心配をしなければならない期間が長いので、屋外で活動できる時間は大事にしていきたいものです。
	2026.５ つちざわの森



	夢中になって遊ぶと、発見と学びがある　

